一橋陸上競技倶楽部会則改訂案
	現  行  会  則　　　　
	改 　訂 　案
	改  訂  理  由

	第４条　本会は、前条の目的を達成するめに次の事業を行う。

　　①一橋陸上競技部学生の後援および相互の連絡。

　
第２１条　定時総会は、毎年１回会計年度終了後２ケ月以内に招集する。

第２３条　総会は、会員現在数の１／１０以上の出席がなければ、その議事を開き議決することができない。

第２８条　本会の資産は次の通りとする。

　　①　別紙財産目録記載の財産

　　②　会　　費

　　③　資産から生ずる果実

　　④　寄付金品

5 その他の収入

第２９条　本会の資産を分けて基本財産および運用財産の２種とする。

２　基本財産は、別紙財産目録のうち基本財産の部に記載する資産および将来基本財産に編入される資産で構成する。

３　運用財産は、基本財産以外の資産とする。

４　寄付金品であって寄付者の指定あるものは、その指定に従う。

５　本会の基本財産のうち現金は理事会の議決によって確実な有価証券を購入するか、または確実な銀行預金として会長が保管する。

６　基本財産は、処分し、または担保に供してはならない。ただし、本会の業務遂行上

　やむを得ない理由があるときは、理事会および総会の議決を経て、処分し、または

　担保に供することができる。

７　本会の業務遂行に要する費用は、会費および資産から生ずる果実等の運用財産をもって支弁する。

８　本会の資産は、副幹事長がこれを管理する。

第３０条　会長は、毎会計年度終了後２ケ月以内に事業報告書ならびに収支決算書、財産目録および貸借対照表を作成し、理事会の承認を経て総会に報告し、その承認を得なければならない。
２　本会の収支決算に余剰金があるときは、理事会の議決および総会の承認を受けて、

その一部もしくは全部を基本財産に編入し、または翌年度に繰り越すものとする。
　　　　　　　　　　　　
	第４条　本会は、前条の目的を達成するめに次の事業を行う。

　　①一橋大学陸上競技部学生の後援および会員相互の連絡。

　
第２１条　定時総会は、毎年１回会計年度終了後３ケ月以内に招集する。

第２３条　総会は、会員現在数の１０分の１以上の出席がなければ、その議事を開き議決することができない。

第２８条　本会の資産および収入は次の通りとする。

　　①　資産目録記載の資産
　　②　会　　費　
　　③　資産から生ずる果実

　　④　寄付金品

6 その他の収入

第２９条　本会の資産を分けて特別会計資産および一般会計資産の２種とする。

２　特別会計資産は、資産目録のうち特別会計の部に記載する資産および将来特別会計資産に編入される資産で構成する。

３　一般会計資産は、特別会計資産以外の資産とする。

４　寄付金品であって寄付者の指定あるものは、その指定に従い会計処理を行う。
５　本会の特別会計資産のうち現金は理事会の議決によって確実な有価証券を購入するか、または確実な銀行預金として会長が保管、管理する。

６　特別会計資産は、処分し、または担保に供してはならない。ただし、本会の業務遂行上やむを得ない理由があるときは、理事会および総会の議決を経て、一般会計資産への充当等の処分を行い、または担保に供することができる。

７　本会の業務遂行に要する費用は、原則として会費および資産から生ずる果実等の一般会計資産をもって支弁する。

８　本会の資産は、会計担当理事がこれを管理する。
第３０条　会長は、毎会計年度終了後３ケ月以内に収支決算書および資産目録を作成し、理事会の承認を経て総会に報告し、その承認を得なければならない。　

２　本会の収支決算に余剰金があるときは、理事会の議決および総会の承認を受けて、その一部もしくは全部を特別会計資産に編入し、または翌年度に繰り越すものとする。
　　　　　　　　　　　　
	他の条文との整合性を図るため改訂する。

諸行事の開催日程を勘案し、現行に合わせ改訂する。

他の条文との整合性を図るため改訂する。

現行の会計処理に合わせ改訂する。

現行の会計処理に合わせ改訂する。

第２１条の改訂ならびに現行の会計処理に合わせ改訂する。


